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語文126（2026・6　大阪大学国語国文学会）

幕
末
に
お
け
る
兵
書
の
絵
入
本
化
と
松
亭
金
水

―
『
絵
本
孫
子
童
観
抄
』
の
編
集
手
法
と
出
版
形
態

―

李
　
　
　
　
　
俊
　
　
甫

は
じ
め
に

中
国
の
兵
書
『
孫
子
』
は
奈
良
時
代
に
日
本
へ
伝
来
し
た
が
、
そ
の
読
者

は
長
ら
く
一
部
の
知
識
人
や
武
家
に
限
ら
れ
て
お
り
、
広
く
一
般
の
人
々
ま

で
読
み
解
く
書
物
で
は
な
か
っ
た
。
近
世
に
入
り
、
荻
生
徂
徠
の
『
孫
子
国

字
解
』
な
ど
に
お
い
て
平
易
な
言
葉
で
注
釈
が
施
さ
れ
、
大
き
な
反
響
を
呼

ん
だ
。
し
か
し
、
挿
絵
を
交
え
な
が
ら
、
よ
り
幅
広
い
層
の
読
者
に
向
け
て

兵
学
の
知
恵
を
普
及
さ
せ
よ
う
と
す
る
試
み
は
、
幕
末
の
慶
応
元
年
に
出
版

さ
れ
た
『
絵
本
孫
子
童
観
抄
』（
以
下
、『
絵
本
孫
子
』
と
略
す
）
の
登
場
を

待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

従
来
こ
う
し
た
流
れ
は
、
近
世
日
本
に
お
い
て
『
孫
子
』
が
ど
の
よ
う
に

受
け
入
れ
ら
れ
た
か
と
い
う
点
か
ら
論
じ
ら
れ
て
き
た
 
  
（

。
中
で
も
、『
絵
本

孫
子
』
は
、
数
あ
る
注
釈
書
の
中
で
、
娯
楽
性
を
帯
び
る
読
み
物
と
し
て
の

珍
し
さ
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
 
  
（

。
し
か
し
、
こ
う
し
た
評
価
は
主
に
作
品
の
表

現
上
の
特
徴
の
指
摘
に
と
ど
ま
り
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
背
景
で
作
ら
れ
、

当
時
の
制
作
者
が
ど
の
よ
う
な
意
図
を
込
め
た
の
か
に
つ
い
て
の
言
及
は
さ

れ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
、
絵
入
本
と
い
う
形
式
が
、
兵
学
思
想
の
一
般
読
者

へ
の
受
容
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
か
に
つ
い
て
も
明
ら
か
で
は
な

い
。本

稿
で
は
、『
絵
本
孫
子
童
観
抄
』
の
本
文
構
成
・
挿
絵
・
出
版
形
態
を
具

体
的
に
検
討
し
、
松
亭
金
水
の
編
集
手
法
に
着
目
す
る
こ
と
で
、
同
書
の
出

版
背
景
と
近
世
後
期
絵
入
本
に
お
け
る
位
置
付
け
を
明
ら
か
に
す
る
。
あ
わ

せ
て
、
兵
学
の
受
容
に
お
け
る
絵
入
本
の
役
割
に
つ
い
て
も
考
え
た
い
。

一
、『
絵
本
孫
子
童
観
抄
』
と
そ
の
編
集
方
針

『
絵
本
孫
子
』
は
作
者
松
亭
金
水
（
寛
政
九
年

－

文
久
二
年
）
没
後
の
慶
応

元
年
に
、
大
坂
と
江
戸
の
四
板
元
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
、
大
本
十
四
冊
十
三

巻
の
『
孫
子
』
注
釈
書
で
あ
る
。
書
名
は
寛
永
年
間
に
出
版
さ
れ
た
林
羅
山

編
故
事
要
言
集
『
童
観
抄
』
を
意
識
し
た
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
想
定
さ

れ
た
「
童
」
は
必
ず
し
も
実
際
の
児
童
の
み
を
指
す
も
の
で
は
な
く
、
兵
学

55



の
専
門
教
育
を
受
け
て
い
な
い
一
般
読
者
層
を
含
む
広
い
意
味
で
の
初
学
者

を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。

本
作
で
は
、『
孫
子
』
の
本
文
に
片
仮
名
で
読
み
を
付
し
、
さ
ら
に
平
仮
名

漢
字
混
じ
り
文
で
平
易
な
注
釈
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
注
釈
で
挙
げ
ら
れ
た

事
例
に
合
わ
せ
て
、
各
巻
に
複
数
の
挿
絵
が
入
れ
ら
れ
、
視
覚
的
な
表
現
も

意
識
し
た
。

巻
末
に
は
、
山
城
屋
佐
兵
衛
の
蔵
版
目
録
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
漢
詩
を

中
心
と
す
る
漢
籍
が
多
く
並
ん
で
い
る
が
、
本
書
は
そ
れ
ら
と
並
ん
で
、
当

時
新
出
資
料
と
し
て
流
行
っ
た
『
古
文
孫
子
』
を
含
む
他
の
『
孫
子
』
関
連

書
物
と
同
一
の
枠
内
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

本
書
が
出
版
さ
れ
た
経
緯
に
つ
い
て
、
序
文
 
  
（

の
冒
頭
に
、

兵
之
有
二
孫
子
一
、
猶
三
儒
之
有
二
六
経
一
也
。
人
不
サ
レ
ハ

レ
学
則
已
、
苟

学
ハ

レ
兵
ヲ
舎
テ

二
此
書
ヲ

一
何
適
カ
ン
哉
。
世
之
兵
家
者
流
、徒
知
テ

四
擐
甲
挿

旗
之
法
、
蒙
士
之
所
ナ
ル
ヲ

三
レ
宜
二
先
学
フ

一
、
而
至
テ

二
其
行
軍
屯
営
之
法
、

奇
正
変
化
之
術
ニ

一
、
不サ
ル

レ
肯
セ

二
軽
許
シ

一
者
何
耶
。〔
中
略
〕
乃
知
兵
之

大
体
、
亦
在
二
幼
時
学
ニ

一
レ
之
ヲ
而
已
矣
。
松
亭
中
村
先
生
者
、
奇
傑
之

士
也
。
居
常
慨
然
病
ミ

二
幼
学
之
無
ヲ

一
レ
漸
、
以
為
孫
子
註
解
、
雖
レ
不
ト

レ

下
二
数
十
家
一
、
其
便
ナ
ル

二
蒙
士
ニ

一
者
蓋
鮮
矣
。
於
テ

レ
是
ニ
専
以
テ

二
国
字
ヲ

一

解
釈
シ
、
加
ル
ニ
以
テ
ス

二
古
名
将
英
士
之
事
績
ヲ

一
。
雖
レ
未
ト

レ
至
レ
集
ル
ニ

二
衆

説
之
大
成
ヲ

一
、
然
レ
ト
モ
使
シ
テ

二
レ
人
ヲ
一
見
セ

一
則
兵
家
之
大
体
渙
然
氷
釈
、

其
有
レ
功
二
於
幼
童
ニ

一
果
幾
何
也
。〔
後
略
〕

と
書
か
れ
て
お
り
、『
孫
子
』
を
学
ぶ
こ
と
の
重
要
性
を
説
い
て
い
る
。
兵
学

に
お
い
て
『
孫
子
』
が
必
読
書
で
あ
る
と
強
調
す
る
一
方
で
、
当
時
の
武
家

が
軍
陣
の
作
法
の
み
を
知
り
、
軍
略
の
奥
義
を
学
ぼ
う
と
し
な
い
こ
と
を
批

判
し
、
幼
少
期
か
ら
の
学
習
の
必
要
性
を
説
く
。

そ
れ
を
踏
ま
え
、
序
文
に
続
い
て
書
か
れ
た
凡
例
で
は
、
本
書
の
編
集
方

針
に
つ
い
て
特
に
次
の
二
点
を
強
調
す
る
。

ま
ず
、
先
行
の
注
釈
書
が
漢
文
や
片
仮
名
で
書
か
れ
、
初
学
者
に
は
難
解

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、「
国こ
く

字じ

」
す
な
わ
ち
平
仮
名
を
用
い
た
注
釈
の
必
要
性

を
説
い
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、「
僅
わ
づ
か
伊い

呂ろ

波は

文も

字じ

を
習な
ら
へ
る
児じ

童ど
う
等ら

」
で

も
自
然
と
理
解
し
や
す
く
な
り
、
将
来
の
学
習
の
助
け
に
も
な
る
と
述
べ
て

い
る
。

ま
た
、
兵
法
応
用
の
具
体
例
と
し
て
、
古
来
の
戦
例
を
多
数
挙
げ
て
い
る
。

こ
れ
は
単
に
文
字
の
理
解
だ
け
で
な
く
、
兵
学
の
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
持

た
せ
る
た
め
で
あ
り
、「
偏ひ
と
へに

稚を
さ
なき

も
の
」
の
た
め
に
絵
図
も
添
え
ら
れ
て
い

る
。こ

の
よ
う
な
幅
広
い
読
者
層
を
配
慮
し
た
編
集
方
針
は
、
具
体
的
に
ど
の

よ
う
に
本
文
の
注
釈
に
反
映
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
た
と
え
ば
、『
絵
本

孫
子
』
と
江
戸
時
代
に
最
も
読
ま
れ
、
影
響
が
大
き
か
っ
た
と
さ
れ
る
荻
生

徂
徠
の
『
孫
子
国
字
解
』（
寛
延
三
年
）
に
つ
い
て
、
冒
頭
の
「
始
計
」
篇

（
ま
た
は
「
計
」
篇
）
の
篇
名
に
対
す
る
注
釈
を
比
較
す
る
。

『
孫
子
国
字
解
』
始
計
第
一　

始
ハ
ハ
シ
メ
ナ
リ
。
計
ハ
ハ
カ
リ
コ
ト
ナ
リ
。
ハ
カ
リ
コ
ト
ヲ
始
メ
ト
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ス
ト
読
ム
ナ
リ
。
文
字
ノ
意
ヲ
知
ラ
ヌ
モ
ノ
ハ
、
カ
リ
コ
ト
ヽ
云
ヘ
バ
、

ハ
ヤ
人
ヲ
タ
ハ
カ
リ
イ
ツ
ハ
ル
コ
ト
心
得
ル
ハ
僻
事
ナ
リ
。
兵
ハ
詭
道

ナ
レ
ハ
、
人
ヲ
タ
ハ
カ
ル
モ
計
ノ
内
ノ
一
ツ
ナ
ル
ヘ
ケ
レ
ト
モ
、
計
ノ

字
ノ
意
ハ
、
モ
ノ
ヲ
ツ
モ
リ
ハ
カ
リ
目
算
ヲ
ス
ル
コ
ト
ナ
リ
。
此
始
計

ノ
篇
ハ
、
総
シ
テ
軍
ヲ
セ
ン
ト
思
ハ
ヽ
、
マ
ツ
敵
ト
味
方
ヲ
ハ
カ
リ
ク

ラ
ヘ
テ
、
軍
ニ
勝
ツ
ヘ
キ
カ
勝
マ
シ
キ
カ
ト
云
コ
ト
ヲ
、
ト
ク
ト
目
算

シ
テ
見
テ
、
果
シ
テ
勝
ヘ
キ
図
ヲ
キ
ハ
メ
テ
軍
ヲ
ス
ヘ
キ
コ
ト
ヲ
云
ヘ

リ
。
孫
子
一
部
ハ
専
ラ
合
戦
ノ
道
ヲ
説
テ
治
国
平
天
下
ノ
道
ヲ
ハ
説
カ

ス
。
カ
ヤ
ウ
ニ
前
方
ニ
ツ
モ
リ
ハ
カ
ル
コ
ト
ハ
合
戦
ノ
本
ナ
リ
。
前
方

ニ
目
算
ヲ
セ
ス
了
簡
ヲ
究
メ
ス
シ
テ
合
戦
ニ
勝
ツ
ト
云
コ
ト
ハ
ナ
キ
ワ

ケ
ナ
ル
ユ
ヘ
、
此
篇
ヲ
孫
子
ノ
開
巻
第
一
義
ト
ス
ル
ナ
リ
。
第
一
ト
ハ

次
第
ノ
一
ト
云
フ
意
ニ
テ
、
孫
子
十
三
篇
ノ
最
初
ナ
レ
ハ
カ
ク
云
ヘ
リ
。

此
篇
ヲ
集
注
本
ニ
ハ
計
篇
ト
云
。
始
ノ
字
ナ
シ
。

『
絵
本
孫
子
童
観
抄
』 

計
篇
第
一

計け
い

は
物も
の

を
算か
ぞ

へ
計は
か

る
の
詞こ
と
ば。

因よ
つ

て
こ
れ
を
始は
じ
めと

す
。
ま
づ
軍ぐ
ん

を
出い
だ

さ
ん

と
欲ほ
つ

す
る
時と
き

は
。
敵て
き

味み

方か
た

の
分ぶ
ん

を
量は
か

り
。
或あ
る
ひは

兵
ひ
や
う

糧ら
う

器き

械か
い

の
入に
ふ

用よ
う

を
。

計は
か

り
定さ
だ

め
ず
は
あ
る
べ
か
ら
ず
。
因よ
つ

て
こ
の
篇へ
ん

を
一は
じ
めと

す 

両
者
と
も
「
計
」
と
い
う
語
に
注
目
し
、
そ
の
意
味
及
び
こ
の
章
の
重
要
性

を
説
明
し
て
い
る
が
、
徂
徠
の
注
釈
は
、
原
文
の
一
字
一
句
に
細
か
く
注
釈

を
加
え
て
い
る
の
に
対
し
、
金
水
の
注
釈
は
原
文
の
大
意
を
汲
み
取
り
、
平

易
な
言
葉
で
説
明
す
る
こ
と
に
重
点
を
置
い
て
い
る
。

ま
た
、
徂
徠
は
「
始
計
」
篇
の
内
容
を
、
敵
と
味
方
の
戦
力
を
比
べ
、
勝

算
を
立
て
る
こ
と
だ
と
詳
し
く
説
明
し
て
い
る
の
に
対
し
、
金
水
の
注
釈
は

敵
味
方
の
分
だ
け
で
な
く
、
兵
糧
や
武
器
の
準
備
に
も
言
及
し
な
が
ら
、
よ

り
簡
潔
な
注
釈
を
加
え
て
い
る
。

先
行
す
る
徂
徠
の
注
釈
を
汲
ん
だ
部
分
も
多
い
と
思
わ
れ
る
が
、『
絵
本

孫
子
』
の
注
釈
は
、
原
文
の
言
葉
の
細
部
よ
り
も
全
体
の
大
意
を
平
易
に
説

明
す
る
こ
と
に
重
点
を
置
い
て
お
り
、
こ
れ
は
初
学
者
向
け
の
入
門
書
と
い

う
性
格
に
由
来
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

『
絵
本
孫
子
』の
も
う
一
つ
の
特
徴
は
、
一
方
的
な
本
文
の
解
説
に
と
ど
ま

ら
ず
、
所
々
に
読
者
を
強
く
意
識
し
た
作
者
の
補
足
を
字
下
げ
で
入
れ
て
い

る
点
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
巻
四
「
形
」
篇
の
「
善ヨ
ク

守マ
モ
ル

者モ
ノ
ハ

蔵カ
ク
レ

二
於
九キ
ウ

地チ

之ノ

下シ
モ
ニ

一
。
善ヨ
ク

攻セ
ム
ル

者モ
ノ
ハ

動ウ
ゴ
ク

二
於
九キ
ウ

天テ
ン

之ノ

上カ
ミ
ニ

一
。
故
ユ
ヱ
ニ

能ヨ
ク

自
ミ
ヅ
カ
ラ

保
タ
モ
ツ
テ

而
全
マ
ツ
タ
ウレ

勝
カ
チ
ヲ也ナ
リ」

と
い
う

一
節
が
あ
る
。
金
水
は
ま
ず
基
本
的
な
注
を
付
け
た
後
、
さ
ら
に
一
字
下
げ

で
「
附
て
い
ふ
〔
中
略
〕
天て
ん

は
積せ
き

気き

な
り
と
い
へ
ど
も
、
地ち

を
裹つ
ゝ

む
こ
と
九き
う

重ぢ
う

な
り
。
故ゆ
ゑ

に
こ
れ
を
九き
う

天て
ん

と
も
い
ふ
」
と
書
き
、
い
わ
ゆ
る
九
重
天
の
名

称
や
広
さ
に
つ
い
て
詳
し
く
紹
介
す
る
。
そ
し
て
最
後
に
、
以
下
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。

本ほ
ん

文も
ん

に
い
ふ
九き
う

天て
ん

は
。
強
あ
な
が
ち

右み
ぎ

に
挙あ
げ

た
る
九き
う

重ち
う

天て
ん

の
こ
と
に
は
あ
る
べ

か
ら
ず
。
さ
れ
ど
其そ
の

因ち
な

み
あ
る
に
よ
り
。
こ
ゝ
に
此こ
の

天て
ん

の
名な

と
そ
の

周め
ぐ
り囲

の
広
く
わ
う

大だ
い

な
る
を
。
掲か
ゝ

け
出い
だ

し
て
童ど
う

蒙も
う

に
示し
め

す
も
の
は
。
所い
は

謂ゆ
る

作さ
く

者し
や

が
老ら
う

婆ば

心し
ん

な
る
も
の
な
り
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金
水
は
、
本
文
の
「
九
天
」
が
直
接
前
に
紹
介
し
た
九
重
天
を
指
す
わ
け
で

は
な
い
が
、
そ
れ
に
関
連
す
る
豆
知
識
と
し
て
九
重
天
の
名
称
や
広
大
さ
を

取
り
上
げ
、
童
蒙
に
示
し
た
の
は
、
作
者
の
「
老
婆
心
」
に
よ
る
と
説
明
し

て
い
る
。

ま
た
、
巻
八
「
九
変
」
篇
の
解
説
の
最
後
で
、
金
水
は
「
一あ
る

書し
よ

」
の
説
を

引
用
し
た
後
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

偖さ
て

こ
の
章し
や
うの

註ち
う

解か
い

に
於お
い

て
。
諸し
よ

家け

種し
ゆ

々
の
説せ
つ

あ
れ
と
も
。
一い
ち

定じ
や
うせ

ず
。

強し
ひ
て
説と
く
と
も
童ど
う
蒙も
う
の
。
解げ

し
安や
す
き
こ
と
能あ
た
は
ざ
れ
ば
。
こ
の
侭ま
ゝ
に
て
止や
み

ぬ
べ
し
。

こ
こ
で
は
、「
九
変
」
篇
の
解
釈
に
つ
い
て
諸
説
あ
る
中
で
、「
童
蒙
」
に
は

難
解
な
も
の
が
多
い
た
め
、
こ
れ
以
上
の
詳
し
い
説
明
は
控
え
る
と
し
て
い

る
。こ

の
よ
う
に
、
金
水
は
常
に
読
者
で
あ
る
「
童
蒙
」
を
意
識
し
、
彼
ら
の

理
解
力
に
応
じ
て
注
釈
の
内
容
や
分
量
を
調
整
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の

姿
勢
は
、
先
行
す
る
注
釈
書
と
は
一
線
を
画
す
も
の
で
あ
る
。

二
、『
絵
本
孫
子
童
観
抄
』
の
挿
絵

『
絵
本
孫
子
』の
挿
絵
は
、
兵
法
応
用
の
具
体
例
を
視
覚
的
に
示
す
だ
け
で

は
な
く
、
読
者
に
興
味
を
持
た
せ
る
役
割
も
有
す
る
。【
附
表
一
】
に
示
し
た

よ
う
に
、
挿
絵
に
は
基
本
的
に
日
本
歴
代
武
将
の
逸
話
や
有
名
な
合
戦
が
描

か
れ
る
が
、
日
本
の
歴
史
と
合
戦
と
ほ
と
ん
ど
無
関
係
な
一
部
の
例
外
が
目

立
つ
。
合
計
五
十
九
枚
の
う
ち
、
奇
談
的
な
説
話
や
中
国
故
事
に
関
す
る
も

の
は
そ
れ
ぞ
れ
三
図
あ
る
。
こ
れ
ら
の
例
外
に
は
、
本
書
の
挿
絵
の
選
択
方

針
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
。

奇
談
的
な
説
話
に
つ
い
て
、
た
と
え
ば
、
巻
五
「
勢
」
篇
で
は
、「
三サ
ン

軍グ
ン

之ノ

衆シ
ウ

、
可ベ
キ

レ
使シ
ム

下

必
カ
ナ
ラ
ズ

受ウ
ケ
テレ

敵
テ
キ
ヲ

而
無ナ
カ
ラ

上
レ

敗ハ
イ

者モ
ノ

、
奇キ

正セ
イ

是コ
レ

也ナ
リ

」
の
一
節
を
解

説
す
る
時
に
、
挿
絵
に
は
狐
憑
き
と
い
う
奇
談
的
な
話
が
描
か
れ
て
い
る

（
図
１
 
  
（

）。

里
に
人
々
を
悩
ま
す
狐
憑
き
が
い
た
際
、
修
験
道
の
人
が
般
若
心
経
を
誦

し
て
退
治
し
よ
う
と
す
る
が
、
狐
憑
き
は
般
若
心
経
を
逆
さ
に
誦
し
て
自
ら

の
方
が
経
に
詳
し
い
こ
と
を
示
し
た
。
人
々
が
困
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
一
人

〴
〵

図1　巻五「民家の狐魅　儒家の頓才」挿絵

図2　巻六「浅草田圃妖怪の昔語」挿絵
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の
儒
者
が
現
れ
、
狐
に
論
語
の
中
の
「
子
曰
」
の
出
現
回
数
を
問
う
た
と
こ

ろ
、
狐
は
答
え
ら
れ
ず
に
去
っ
て
い
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

金
水
は
、
こ
こ
で
般
若
心
経
を
「
正
兵
」、
儒
書
を
「
奇
兵
」
に
な
ぞ
ら
え

た
。
つ
ま
り
、
狐
退
治
の
際
に
用
い
ら
れ
た
般
若
心
経
と
い
う
正
攻
法
だ
け

で
は
効
果
が
な
か
っ
た
が
、
儒
者
の
知
恵
と
い
う
奇
襲
に
よ
っ
て
窮
地
を
脱

し
た
と
い
う
解
釈
で
あ
る
。
一
見
す
る
と
『
孫
子
』
の
兵
法
と
は
関
係
の
な

い
奇
談
の
よ
う
で
あ
る
が
、
金
水
は
こ
れ
を
巧
み
に
『
孫
子
』
の
「
奇
正
」

の
理
論
に
結
び
つ
け
て
い
る
。

も
う
一
例
と
し
て
、
巻
六
「
虚
実
」
篇
で
は
、
浅
草
田
圃
の
妖
怪
譚
を
挿

絵
と
し
て
選
択
し
た
。
影
に
あ
た
る
「
虚
」
で
は
な
く
本
体
に
あ
た
る
「
実
」

を
見
抜
く
こ
と
の
重
要
性
を
説
く（
図
２
）。
こ
こ
で
も
、
奇
談
的
な
話
の
挿

絵
化
を
通
じ
読
者
に
興
味
を
持
た
せ
、
抽
象
的
な
兵
学
概
念
を
具
体
化
し
て

い
る
点
が
確
認
で
き
る
。

国
立
国
会
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
金
水
の
自
筆
稿
本
『
松
亭
反
故
嚢
』

（
請
求
記
号
：
寄
別
６-

４-

１-

２
）
に
は
、
挿
絵
に
関
す
る
指
示
を
書
い

た
張
り
紙
が
確
認
で
き
る
。
次
の
引
用
は
、
そ
の
一
例
で
あ
る
。

登
蓮
坊
な
蓑
笠
を
着
て
、
雨
中
に
わ
た
の
へ
野
が
許
へ
ゆ
く
。
路
地
の

体
、
樹
立
、
山
水
等
、
画
者
の
意
に
従
ふ
。
蓋
遠
見
に
茅
屋
の
見
ゆ
る

さ
ま
な
と
可
然
歟
。
こ
の
わ
た
の
へ
と
ゆ
へ
る
は
何
れ
の
地
に
や
、
定

か
な
ら
す
と
い
へ
と
、
い
つ
れ
辺
鄙
な
る
こ
と
は
必
せ
り
。
そ
の
心
に

て
御
染
筆
可
下
候
。

登
場
人
物
の
姿
や
場
面
の
大
ま
か
な
構
成
要
素
、
す
な
わ
ち
「
蓑
笠
を
着

て
雨
中
を
行
く
」「
辺
鄙
な
土
地
で
あ
る
こ
と
」
と
い
っ
た
要
点
の
み
が
示

さ
れ
て
お
り
、
具
体
的
な
構
図
や
細
部
に
つ
い
て
は
「
画
者
の
意
に
従
ふ
」

と
し
て
、
絵
師
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
金
水
は
挿
絵
制
作
に
際
し
て
、
細
部

ま
で
指
示
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
内
容
上
必
要
な
要
素
を
指
定
し
て

い
る
。

し
た
が
っ
て
、『
絵
本
孫
子
』
の
挿
絵
選
択
に
も
金
水
の
意
思
が
あ
る
程
度

反
映
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
、
凡
例
に
掲
げ
ら
れ
た
事
例
の
選
択
方
針
は
挿

絵
の
選
択
に
も
影
響
し
て
い
る
。

◯
こ
れ
に
引い
ん

用よ
う

す
る
古こ

戦せ
ん

物も
の

語が
た
り。

多お
ほ

く　

本ほ
ん

朝て
う

の
戦た
ゝ
かひ

を
引ひ

く
。
そ
の

餘よ

義ぎ

な
き
に
至い
た

り
て
は
。
唐か

土ら

を
引ひ
き

用も
ち
うる

所と
こ
ろも

あ
れ
ど
。
彼か
し
こ処

と
此こ

処ゝ

と
は
そ
の
趣
お
も
む
き。

一い
ち

容よ
う

な
ら
ざ
る
所と
こ
ろあ

り
。
且か
つ

法ほ
ふ

令れ
い

人に
ん

情じ
や
うも

。
い
さ
ゝ
か

差た
が

ふ
所と
こ
ろあ

り
て
。
還か
へ
つて

応お
う

せ
ざ
る
事こ
と

も
多お
ほ

し
。
元も
と

来よ
り　

本ほ
ん

朝て
う

の
児じ

童ど
う

等ら

に
。
観み

せ
ん
と
欲ほ
つ

し
物も
の

す
る
な
れ
ば
。
本ほ
ん

朝て
う

の
事
こ
そ
善よ
け

れ
と
。
古こ

書し
よ

に
就つ
き

て
掲か
ゝ

げ
出い
だ

せ
り

◯
本ほ
ん

文も
ん

の
趣お
も
むき

に
よ
り
。
古こ

戦せ
ん

に
限か
ぎ

ら
ず
い
と
野や

鄙ひ

な
る
。
物も
の

語が
た
りさ

へ

載の
し

た
る
は
。
た
ゞ
因ち
な

ま
ん
と
欲ほ
り

す
る
ま
で
に
て
。
只ひ
た

管す
ら

註ち
う

釈し
や
くに

拘か
ゝ

は
ら

ね
ば
な
り

傍
線
部
に
よ
る
と
、
本
書
は
基
本
は
日
本
の
合
戦
を
用
い
、
適
例
が
な
い

場
合
に
限
っ
て
中
国
故
事
を
採
る
こ
と
、
ま
た
本
文
理
解
に
資
す
る
の
で
あ

れ
ば
「
野
鄙
な
る
物
語
」
も
用
い
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
挿
絵
は
一
貫
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し
て
、
読
者
の
理
解
を
優
先
し
て
選
ば
れ
て
い
た
と
言
え
る
。

三
、
松
亭
金
水
と
大
本
型
絵
入
本
の
出
版

『
絵
本
孫
子
』の
様
式
上
の
最
も
大
き
な
特
徴
の
一
つ
は
、
大
本
の
形
態
で

出
版
さ
れ
た
点
で
あ
る
。
本
節
で
は
、
書
型
の
観
点
か
ら
、『
絵
本
孫
子
』
が

成
立
し
た
背
景
を
、
松
亭
金
水
の
創
作
活
動
と
当
時
の
絵
入
本
出
版
と
の
関

係
か
ら
検
討
す
る
。

松
亭
金
水
は
為
永
春
水
作
品
の
筆
耕
を
経
て
、
自
ら
も
戯
作
に
携
わ
っ
た
、

筆
耕
出
身
の
戯
作
者
で
あ
る
。
き
わ
め
て
多
作
な
金
水
は
、
自
身
の
創
作
の

み
な
ら
ず
、
書
肆
の
注
文
に
応
じ
た
嗣
作
も
数
多
く
手
が
け
、
さ
ら
に
古
典

を
絵
本
と
し
て
編
み
直
し
た
作
品
も
多
数
残
し
て
い
る
。
そ
の
作
品
群
は
、

個
人
と
し
て
の
特
色
が
明
確
に
表
れ
て
い
な
い
。
注
文
に
応
じ
て
作
品
を
量

産
し
た
作
家
で
あ
る
と
の
評
価
も
あ
っ
て
、
個
別
の
随
筆
や
人
情
本
に
関
し

て
の
言
及
が
あ
る
 
  
（

も
の
の
、
絵
入
本
作
品
に
つ
い
て
は
従
来
本
格
的
な
研
究

対
象
と
は
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
だ
が
裏
を
返
せ
ば
、
金
水
の
絵
入
本
に
は
、

当
時
の
書
肆
が
求
め
た
企
画
意
図
や
読
者
の
期
待
が
如
実
に
反
映
さ
れ
て
い

る
。金

水
の
戯
作
の
師
で
あ
る
為
永
春
水
の
場
合
、『
一
休
禅
師
教
訓
図
会
』

『
三
字
経
絵
抄
』『
絵
本
漢
楚
軍
談
』
な
ど
教
育
的
な
作
品
が
複
数
確
認
で
き

る
が
、
そ
の
多
く
は
中
本
型
も
し
く
は
半
紙
本
型
で
あ
り
、
本
作
の
よ
う
な

大
本
型
の
作
品
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
そ
の
一
方
、
人
情
本
と

艶
本
を
除
い
た
金
水
の
作
品
を
概
観
す
る
と（【
附
表
二
】）、
嗣
作
を
含
め
て

五
十
六
タ
イ
ト
ル
が
確
認
で
き
、
そ
の
う
ち
中
本
三
十
二
種
、
半
紙
本
十
二

種
、
大
本
九
種
、
横
本
三
種
あ
る
。
中
本
が
主
流
で
あ
る
が
、
嘉
永
以
降
に

本
書
の
よ
う
な
大
本
や
一
回
り
小
さ
い
半
紙
本
の
割
合
が
増
加
し
、
金
水
作

品
の
主
要
な
位
置
を
占
め
る
よ
う
に
な
る
。

近
世
出
版
に
お
い
て
書
型
は
内
容
ジ
ャ
ン
ル
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
た
。

高
木
元
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
半
紙
本
型
の
読
本
は
、
本
の
サ
イ
ズ
が
一
回

り
小
さ
い
草
双
紙
や
人
情
本
と
比
べ
て
、
格
の
高
い
作
品
と
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
た
 
  
（

。
金
水
が
半
紙
本
や
大
本
型
の
作
品
を
手
が
け
た
こ
と
も
、
彼
の
器

用
さ
が
次
第
に
書
肆
か
ら
評
価
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
結
果
だ
と
思
わ
れ
る
。

実
際
、本
作
と
同
じ
大
本
の
作
品
に
は
、随
筆
や
そ
の
稿
本
を
除
け
ば
、嘉

永
四
年
『
頼
光
朝
臣
勲
功
図
会
』、
安
政
四
年
『
日
本
百
将
伝
一
夕
話
』、
安

政
五
年
『
日
蓮
上
人
一
代
図
会
』
と
刊
年
不
明
の
『
善
悪
因
果
経
和
談
図
会
』

が
あ
る
。
こ
れ
ら
に
共
通
す
る
特
徴
は
、
既
存
の
難
解
な
書
物
を
挿
絵
入
り

で
通
俗
化
し
て
解
説
す
る
企
画
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、『
日
蓮
上
人
一
代
図
会
』
は
江
戸
の
日
蓮
宗
寺
院
松
栄
山
大
法

寺
に
よ
る
寺
院
板
で
あ
る
が
、
そ
の
序
文
で
は
、
仏
教
の
教
義
を
孫
子
の
兵

法
に
例
え
、「
猶
シ

下
孫
呉
之
応
レ
変
用
ル
カ

中
奇
正
ヲ

上
」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の

上
で
、
従
来
の
日
蓮
上
人
の
伝
記
を
「
童
蒙
」
の
た
め
に
挿
絵
を
加
え
、
和

文
で
分
か
り
や
す
く
解
説
す
る
と
本
書
の
構
成
方
法
を
説
明
し
た
。
ま
た
、

『
善
悪
因
果
経
和
談
図
会
』
の
序
文
も
同
様
に
「
幼
童
婦
女
子
に
も
は
や
く
こ

と
わ
り
を
さ
と
ら
し
め
ん
」
た
め
だ
と
、
本
書
の
出
版
目
的
は
難
解
な
経
典

を
分
か
り
や
す
く
解
説
す
る
た
め
だ
と
述
べ
る
 
  
（

。

こ
れ
ら
は
通
俗
仏
書
と
し
て
も
分
類
さ
れ
る
が
、
一
般
向
け
に
作
ら
れ
た

挿
絵
入
り
の
解
説
書
と
い
う
観
点
か
ら
、『
絵
本
孫
子
』
と
き
わ
め
て
強
い
類

60



似
性
を
有
し
て
い
る
。

『
日
本
百
将
伝
一
夕
話
』
は
林
羅
山
著
『
本
朝
百
将
伝
』
に
基
づ
く
作
品
で

あ
る
。
嘉
永
七
年
に
書
か
れ
た
金
水
の
序
文
に
よ
る
と
、
羅
山
作
は
「
簡
易

而
不
レ
能
レ
無
二
遺
憾
一
」
で
あ
り
、「
浪
華
書
肆
群
玉
堂
」
す
な
わ
ち
河
内
屋

茂
兵
衛
に
請
わ
れ
、
羅
山
の
本
文
を
引
き
、「
国
字
」
を
も
っ
て
注
釈
す
る
。

そ
の
上
、「
窃
加
二
新
説
画
図
一
」
し
て
、
出
版
さ
せ
た
。

兵
書
の
通
俗
注
釈
で
あ
る
『
絵
本
孫
子
』
と
は
一
見
無
縁
で
あ
る
が
、
本

作
品
に
描
か
れ
た
人
物
を
『
絵
本
孫
子
』
の
挿
絵
と
比
較
す
る
と
、
源
頼
義
、

源
義
朝
、
楠
正
成
、
楠
正
行
、
細
川
頼
之
、
豊
臣
秀
吉
、
武
田
信
玄
、
北
條

早
雲
、
足
利
尊
氏
な
ど
両
方
に
見
ら
れ
る
武
将
が
挙
げ
ら
れ
る
。
嘉
永
七
年

に
同
じ
板
元
か
ら
忠
臣
蔵
四
十
七
義
士
を
扱
っ
た
『
赤
穂
義
士
傳
一
夕
話
』

も
出
版
さ
れ
、
一
種
の
定
型
化
さ
れ
た
企
画
だ
と
思
わ
れ
る
。

『
善
悪
因
果
経
和
談
図
会
』
と
『
日
本
百
将
伝
一
夕
話
』
は
、『
絵
本
孫
子
』

と
同
じ
く
、
い
ず
れ
も
元
と
な
っ
た
本
文
の
横
に
片
仮
名
に
よ
る
訓
読
み
を

付
し
、
そ
の
下
に
解
説
を
二
行
に
分
け
て
注
す
る
と
い
う
、
共
通
し
た
版
面

構
成
を
と
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
内
容
の
理
解
を
助
け
る
た
め
、
経
文
の
主

題
に
対
応
し
た
具
体
的
な
事
例
の
挿
絵
が
配
置
さ
れ
て
い
る
点
も
共
通
し
て

い
る
。
経
文
の
内
容
を
直
接
な
ぞ
る
の
で
は
な
く
、
周
知
の
説
話
を
借
り
て

本
文
の
思
想
を
視
覚
的
・
物
語
的
に
示
す
点
に
、
こ
れ
ら
の
作
品
の
編
集
上

の
共
通
す
る
特
徴
と
言
え
よ
う
。

金
水
に
依
頼
さ
れ
た
こ
れ
ら
一
連
の
大
本
の
企
画
は
、
難
解
な
典
籍
を
挿

絵
と
和
文
注
釈
に
よ
っ
て
通
俗
化
し
つ
つ
、
大
本
と
い
う
書
型
の
も
と
に
再

構
成
す
る
こ
と
で
流
通
さ
せ
る
、
当
時
の
書
肆
に
お
い
て
繰
り
返
し
用
い
ら

れ
た
定
型
的
な
出
版
形
式
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
兵
書
の
通
俗
注
釈
で

あ
る
『
絵
本
孫
子
』
も
ま
た
、
そ
の
大
本
と
い
う
形
態
に
照
ら
し
て
み
れ
ば
、

こ
う
し
た
定
型
的
な
出
版
形
式
の
一
例
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、

そ
の
成
立
は
必
ず
し
も
特
異
な
も
の
で
は
な
く
、
当
時
広
く
用
い
ら
れ
た
出

版
形
式
の
一
例
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

四
、
松
亭
金
水
作
絵
入
本
に
お
け
る
抄
録
・
翻
案
の
方
法

書
型
や
版
面
な
ど
様
式
の
面
だ
け
で
は
な
く
、『
絵
本
孫
子
』
に
見
ら
れ
る

難
解
な
先
行
作
品
に
挿
絵
を
配
し
、
分
か
り
や
す
く
解
説
す
る
方
法
も
他
の

金
水
作
や
先
行
作
品
に
よ
く
見
ら
れ
る
常
套
的
な
も
の
で
あ
る
 
  
（

。

た
と
え
ば
、『
頼
光
朝
臣
勲
功
図
会
』
は
「
図
会
も
の
」
と
呼
ば
れ
る
後
期

読
本
の
一
種
で
あ
り
 
  
（

、
上
方
で
作
ら
れ
た
名
所
図
会
に
倣
い
、
特
定
の
先
行

作
品
に
取
材
し
て
物
語
を
構
成
さ
せ
た
小
説
で
あ
る
 
 （ 
（

。
そ
の
前
身
に
当
た
る

『
源
氏
一
統
志
 
 （ 
（

』
の
凡
例
に
は
、『
絵
本
孫
子
』
と
非
常
に
近
い
内
容
が
書
か

れ
て
い
る
。

此こ
の

書し
よ

は
前ぜ
ん

太た
い

平へ
い

記き

本ほ
ん

朝て
う

通つ
う

記き

歴れ
き

代だ
い

備び

考か
う

国こ
く

史し

略り
や
く

等と
う

の
諸し
よ

書〳
〵

を
参さ
ん

考か
う

し
て
、
多お
ほ

く
誤あ
や
ま
り謬

を
訂た
ゞ

し
。
且か
つ

年ね
ん

歴れ
き

異い

同ど
う

あ
る
を
ば
、
そ
の
所と
こ
ろに

辨べ
ん

じ

た
れ
ど
、
卑ひ

陋ろ
う

の
臆お
く

見け
ん

ま
た
過あ
や
まち

な
き
事こ
と

あ
た
は
ず
。〔
中
略
〕
本ほ
ん

書し
よ

往わ
う

々〳
〵

そ
の
縡こ
と

の
似に

た
る
所と
こ
ろへ

は
、
和わ

漢か
ん

の
古こ

史し

を
引い
ん

用よ
う

し
て
辨べ
ん

じ
た
る

処と
こ
ろ

屡し
ば
〳
〵あ

り
と
い
へ
ど
も
、
こ
の
書し
よ

は
元
ぐ
わ
ん
ら
い来

大た
い

部ぶ

を
縮ち
ゞ
めて

簡か
ん

易い

な
ら

し
め
ん
こ
と
を
旨む
ね

と
す
れ
ば
、
夫そ
れ

等ら

は
省は
ぶ
きて

載の
せ

ざ
る
な
り
。
且か
つ　

宣せ
ん

旨じ

牒て
ふ

状じ
や
うの

類
た
ぐ
ひ

或あ
る

ひ
は
公く

卿ぎ
や
う

致ち

仕し

の
表へ
う

等と
う

多お
ほ

く
は
、
其そ
の

事じ

実じ
つ

の
み
を
挙あ
げ

て
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其そ
の
文ぶ
ん
章し
や
うを
ば
漏も
ら
し
た
り
。
頗す
こ
ぶる
遺ゐ

憾か
ん
に
似に

た
り
と
い
へ
ど
も
、
そ
は
文ぶ
ん

辞じ

の
巧か
う

拙せ
つ

を
味あ
ぢ
はふ

が
為た
め

に
し
て
、
幼え
う

童ど
う

婦ふ

女ぢ
よ

子し

に
解げ
し

易や
す

か
ら
ず
。
因よ
つ

て

今い
ま

于こ
ゝ
に茲

省は
ぶ

け
り
。
看み
る

官ひ
と

必か
な
らず

し
も
怪
あ
や
み

給
ふ
こ
と
な
か
れ

横
山
邦
治
 
 （ 
（

が
指
摘
し
た
よ
う
に
、「
文
章
そ
の
も
の
は
、“
幼
童
婦
女
子
”
に

判
り
易
く
す
る
と
い
う
配
慮
に
よ
る
の
か
、『
前
太
平
記
』
に
見
ら
れ
る
や
や

詰
屈
な
漢
文
調
は
姿
を
ひ
そ
め
て
お
り
、
い
か
ほ
ど
か
そ
の
面
影
を
残
し
な

が
ら
も
、
冗
長
さ
の
勝
っ
た
読
み
易
い
文
章
と
な
っ
て
い
る
」、「
そ
の
態

度
・
方
法
は
、
上
方
の
絵
本
も
の
読
本
作
者
や
高
井
蘭
山
な
ど
い
う
一
部
の

江
戸
の
絵
本
も
の
作
者
の
態
度
・
方
法
と
全
く
一
致
し
て
い
る
と
い
え
た
」

の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
方
法
は
半
紙
本
・
大
本
だ
け
で
は
な
く
、
金
水
が
製
作
し
た

合
巻
に
も
共
通
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
天
保
七
年
か
ら
弘
化
二
年
に
か
け

て
刊
行
さ
れ
た
『
絵
本
平
家
物
語
』
と
い
う
作
品
が
挙
げ
ら
れ
る
。
本
作
は

中
本
五
編
十
冊
の
構
成
を
と
っ
て
お
り
、
そ
の
出
版
意
図
に
つ
い
て
は
、
巻

末
広
告
か
ら
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

絵ゑ

本ほ
ん

平へ
い

家け

物も
の

語が
た
り
　

松
亭
金
水
訳　

歌
川
国
直
画

こ
れ
は
世
に
伝
ふ
平
家
物
語
を
草
ざ
う
し
に
つ
ゞ
り
、
子
供
衆
に
も
よ

み
安
く
、
わ
か
り
安
き
を
む
ね
と
し
て
、
第
七
へ
ん
に
て
よ
み
切
ニ
出

板
仕
候

古
典
で
あ
る
『
平
家
物
語
』
を
草
双
紙
化
す
る
こ
と
で
、「
子
供
衆
に
も
よ
み

安
く
、わ
か
り
安
き
」形
で
提
供
す
る
こ
と
が
明
確
に
意
図
さ
れ
て
い
る
。
本

作
も
ま
た
、
古
典
作
品
理
解
の
前
提
と
な
る
知
識
の
多
く
な
い
読
者
層
を
想

定
し
、
内
容
の
平
易
化
と
理
解
の
し
や
す
さ
を
重
視
し
て
編
集
さ
れ
た
作
品

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
基
本
的
に
原
作
の
物
語
を
草
双
紙
の
形
式
に
合
わ

せ
て
平
易
に
書
き
換
え
た
も
の
で
あ
る
 
 （ 
（

。『
平
家
物
語
』
や
『
源
平
盛
衰
記
』

の
本
文
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
引
用
し
て
い
る
箇
所
も
見
ら
れ
る
が
、
全
体
と
し

て
「
子
供
衆
」
と
い
う
読
者
層
に
配
慮
し
た
構
成
を
と
っ
て
い
る
。

そ
れ
ま
で
の
草
双
紙
に
は
、『
平
家
物
語
』
を
題
材
と
し
た
作
品
が
複
数
確

認
で
き
る
。
た
と
え
ば
、
黒
本
の
『
清
盛
一
代
記
』
や
、
天
明
三
年
刊
の
黄

表
紙
『
頼
朝
一
代
記
』
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
平
家
物
語
は
長
期
に
わ
た
っ

て
安
定
し
た
人
気
を
持
つ
題
材
で
あ
っ
た
た
め
、『
絵
本
平
家
物
語
』
も
ま

た
、
書
肆
に
と
っ
て
需
要
が
見
込
め
る
、
比
較
的
リ
ス
ク
の
低
い
商
品
と
し

て
企
画
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
 
 （ 
（

。

金
水
が
『
孫
子
』
と
い
う
兵
法
書
を
扱
う
際
に
も
、
読
本
や
合
巻
に
お
い

て
軍
記
物
語
を
絵
入
本
化
す
る
方
法
を
そ
の
ま
ま
利
用
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、

近
世
全
体
を
通
じ
て
多
く
の
作
者
に
利
用
さ
れ
、
受
け
継
が
れ
て
き
た
手
法

を
忠
実
に
継
承
し
て
い
る
と
言
え
る
。
金
水
の
創
作
活
動
も
、
既
存
の
需
要

と
出
版
慣
行
を
踏
ま
え
た
、
合
理
的
な
商
業
的
判
断
に
よ
る
も
の
と
考
え
る

の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、『
絵
本
孫
子
童
観
抄
』
の
出
版
を
取
り
巻
く
作
者
の
絵
入
本
制

作
状
況
を
整
理
し
た
。
従
来
、
思
想
史
に
お
け
る
『
孫
子
』
受
容
の
側
面
か
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ら
の
み
考
察
さ
れ
て
き
た
本
作
品
は
、
近
世
出
版
史
の
中
に
お
い
て
、
決
し

て
異
質
な
存
在
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
筆
耕
出
身
の
作
者
松
亭
金
水
後
期

に
よ
る
大
本
型
通
俗
注
釈
絵
入
本
の
一
つ
で
あ
る
。
難
解
な
先
行
作
品
に
挿

絵
を
加
え
て
平
易
に
説
明
す
る
方
法
は
、
先
行
す
る
多
く
の
合
巻
、
読
本
に

も
使
用
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
商
品
と
し
て
の
絵
入
本
を
量
産
す
る
常

套
的
な
手
段
で
あ
っ
た
。

残
さ
れ
る
疑
問
と
し
て
、
な
ぜ
そ
れ
ま
で
積
極
的
に
図
像
化
さ
れ
て
こ
な

か
っ
た
『
孫
子
』
を
、
こ
の
時
期
に
松
亭
金
水
に
よ
る
絵
入
本
の
形
で
世
に

出
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
平
田
昌
司
は
、
十
九
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
、
イ
ギ

リ
ス
や
ロ
シ
ア
の
軍
艦
の
来
航
、
さ
ら
に
は
ア
ヘ
ン
戦
争
を
背
景
と
し
て
、

対
外
戦
争
へ
の
危
機
意
識
が
高
ま
り
、
兵
学
、
と
り
わ
け
『
孫
子
』
へ
の
関

心
が
急
速
に
高
ま
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
 
 （ 
（

。
幕
末
期
に
『
孫
子
』
の
版

本
が
急
増
す
る
事
実
も
、
こ
う
し
た
時
代
状
況
を
反
映
し
た
も
の
と
い
え
る

だ
ろ
う
。

松
亭
金
水
は
、
書
肆
の
要
求
に
応
じ
て
、
古
典
を
絵
本
化
し
た
作
品
を
多

数
編
集
し
た
作
者
で
あ
る
。
彼
に
よ
る
作
品
の
多
く
は
、
従
来
の
抄
録
絵
本

の
流
れ
に
乗
っ
た
も
の
で
、
文
学
作
品
と
し
て
、
あ
る
い
は
古
典
注
釈
と
し

て
の
新
規
性
は
、
必
ず
し
も
高
い
と
は
言
え
な
い
。
し
か
し
一
方
で
、
面
白

さ
や
分
か
り
や
す
さ
と
い
っ
た
点
へ
の
配
慮
が
な
さ
れ
、
読
者
を
強
く
意
識

し
た
編
集
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
時
代
の
流
行
や
社
会
的
関
心
に

応
じ
て
、
従
来
あ
ま
り
絵
入
本
化
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
古
典

―
と
り
わ
け

『
孫
子
』
―
を
新
た
に
取
り
入
れ
た
点
は
、
一
定
の
評
価
に
値
す
る
も
の
と

考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

結
論
と
し
て
、『
絵
本
孫
子
』
は
兵
学
理
論
の
専
門
的
な
注
釈
を
主
眼
と
し

た
も
の
で
は
な
く
、
幕
末
の
社
会
状
況
が
生
み
出
し
た
兵
学
へ
の
大
衆
的
関

心
」
と
い
う
市
場
ニ
ー
ズ
に
対
し
、
板
元
の
出
版
の
慣
習
と
作
者
金
水
が
長

年
培
っ
て
き
た
絵
入
本
製
作
の
技
術
を
も
っ
て
応
え
た
商
業
的
成
果
で
あ
る

と
位
置
付
け
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
中
国
の
兵
書
が
娯
楽
的
な
読
み
物
へ

と
再
構
成
さ
れ
る
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
こ
そ
が
、
近
世
後
期
の
思
想

史
と
出
版
文
化
に
お
け
る
本
作
の
意
義
を
捉
え
直
す
一
助
と
な
る
と
考
え
る
。

【
附
表
一
】『
絵
本
孫
子
童
観
抄
』
挿
絵
一
覧

巻
一　

１
、
孫
武
子
肖
像　

２
、（
孫
武
ハ
斉
人
ナ
リ
以
二
兵
法
ヲ

一
見
ユ

二
呉
王
闔

廬
ニ

一
）　

３
、
長な
が

篠し
の

合か
つ

戦せ
ん

甲か
ふ

州し
う

方か
た

山や
ま

縣が
た

三さ
ぶ

郎ろ

兵へ

衛ゑ

鳥て
つ

銃ほ
う

に
中あ
た

り
戦せ
ん

死し

の
図　

４
、
武た
け

田た

晴は
る

信の
ぶ

雪せ
つ

夜や

に
乗じ
よ
うじ

て
海う
ん

野の

口ぐ
ち

の
城し
ろ

を
陥
お
と
し
いる　

５
、
三み

浦う
ら

平へ
い

六ろ
く

以い

下か

の
七し
ち

騎き

先せ
ん

登と
う

せ
ん
と
夜よ

に
ま
ぎ
れ
重し
げ

忠た
ゞ

が
陣ぢ
ん

前ぜ
ん

に
奔は
し

る　

６
、
尊た
か

氏う
ぢ

兄
き
や
う

弟だ
い

水す
ゐ

陸り
く

よ
り
攻せ
め

登の
ぼ

る
新に
つ

田た

楠く
す
の
きこ

れ
を
防ふ
せ

ぐ　

巻
二　

１
、
民た
み

の
堺
さ
か
ひ

論ろ
ん

官く
わ
ん
り吏

分ぶ
ん

間げ
ん

の
図づ　

２
、
保ほ
う

元げ
ん

の
戦た
ゝ
かひ

為た
め

朝と
も

弓ゆ
ん

勢せ
い

敵て
き

を
射い

し
ら
ま
す　

３
、
楠
く
す
の
きの

奇き

計け
い

東と
う

軍ぐ
ん

の
桟
か
け
は
しを

焼や
き

落お
と

す　

４
、
義よ
し

貞さ
だ

稲い
な

村む
ら

が
崎さ
き

に
海か
い

神じ
ん

を
祈い
の

り
干ひ

潟が
た

と
す　

巻
三　

１
、
足あ
し

利か
ゝ

三さ
ん

代だ
い

義よ
し

満み
つ

公こ
う

花く
わ

亭て
い

に
徙う
つ

る　

２
、
将
し
や
う

軍ぐ
ん

義よ
し

昭て
る

信の
ぶ

長な
が

に
敵て
き

し
槇ま
き

の
嶋し
ま

の
城し
ろ

に
篭こ
も

る　

３
、
楠
く
す
の
き

正ま
さ

行つ
ら

が
兵へ
い

足あ
し

利か
ゞ

尊た
か

氏う
ち

の
館た
ち

に
乱ら
ん

入に
ふ　

４
、
源げ
ん

平へ
い

三み

草く
さ

山や
ま

合か
つ

戦せ
ん

巻
四　

１
、
頼よ
り

義よ
し

将し
や
う

軍ぐ
ん

賊ぞ
く

の
為た
め

に
敗は
い

走そ
う

七し
ち

騎き

に
な
り
て
落お
ち

給
ふ　

２
、
長な
か

尾を

景か
げ

虎と
ら

義ぎ

の
為た
め

に
兵へ
い

を
出い
だ

し
て
信し
ん

玄げ
ん

と
対た
い

す　

３
、
渕ふ
ち

辺べ

伊い

賀が
の

守か
み

直た
ゞ

義よ
し

の

命め
い

を
う
け
て
大お
ふ

塔た
う
の

宮み
や

を
弑し
い

す　

４
、
蒲か
ん

原ば
ら

の
城
じ
や
う

将し
や
う

北ほ
う

条で
う

新し
ん

三さ
ぶ

郎ら
う

義ぎ

を
金き
ん
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石せ
き
の
重お
も
き
に
比
し
て
孤こ

城し
や
うを
守ま
も
り
討う
ち
死じ
に
す

巻
五　

１
、
民み
ん

家か

の
狐
き
つ
ね

魅つ
き

儒じ
ゆ

家か

の
頓と
ん

才さ
い　

２
、
結ゆ
ふ

城き

満み
つ

朝と
も

攻こ
う

兵へ
い

を
焼や
き

討う
ち

す　

３
、
蟒ば
う

蛇じ
や

の
猛も
う

勢せ
ひ

杉す
ぎ

の
樹き

を
撃う
ち

折を

る　

４
、
蜀
し
よ
く

侯こ
う

貪む
さ
ぼり

て
国く
に

を
失う
し
なふ

の
故こ

事じ

巻
六　

１
、
承
し
や
う
久き
う
の
乱ら
ん
東と
う
軍ぐ
ん
宇う

治ぢ

川が
は
を
渉わ
た
る　

２
、
畑は
た
時と
き
能よ
し
が
狗い
ぬ
よ
く
敵て
き
の

動ど
う

静せ
い

を
知し

る　

３
、
楠
く
す
の
き

正ま
さ

元も
と

漂ひ
や
う

泊は
く

の
後の
ち

京け
い

師し

に
入い

り
て
将
し
や
う

軍ぐ
ん

を
狙ね
ら

ふ　

４
、
浅あ
さ
草く
さ
田た
ん
圃ぼ

妖よ
う
怪く
わ
いの
昔
む
か
し

語
が
た
り

巻
七　

１
、
細ほ
そ

川か
は

頼よ
り

之ゆ
き

が
勢せ
い

航ふ
な
わ
たし

て
四し

国こ
く

に
趨お
も
むく　

２
、
神じ
ん

武む

帝て
い

東と
う

征せ
い

八や

咫だ

烏か
ら
す

郷き
よ
う

道ど
う

を
な
す　

３
、
賀か

茂も

山や
ま

を
隔へ
だ
てて

直な
を

常つ
ね

足あ
し

利か
ゞ

勢ぜ
い

を
ま
つ　

４
、
尊た
か

氏う
ぢ
戦た
ゝ
かひ
破や
ぶ
れ
自じ

殺さ
つ
せ
ん
と
す
る
の
図づ

巻
八　

１
、
高か
う

の
師も
ろ

泰や
す

菅か
ん

三さ
ん

品ぼ
ん

の
塚つ
か

を
発あ
ば

く　

２
、
陶す
ゑ

全ぜ
ん

姜き
よ
う

逆ぎ
や
く

威ゐ

を
逞
た
く
ま

し
て
忠ち
う

臣し
ん

の
諫い
さ
めを

拒こ
ば

む　

３
、
氏う
ぢ

真ざ
ね

驕き
や
う

奢し
や

に
長ち
や
うじ

国こ
く

政せ
い

を
か
へ
り
み
ず

巻
九　

１
、
宇う

治ぢ

川が
は

合か
つ

戦せ
ん

浄じ
や
う

明め
う

一い
ち

来ら
い
の
両
り
や
う

法ほ
つ

師し

勇ゆ
う

猛も
う

萬ば
ん

衆し
う
を
驚
お
ど
ろ
かす　

２
、
競き
ほ
ふが

妙め
う

計け
い

平た
い
らの

宗む
ね

盛も
り

を
羞し
う

辱ぢ
よ
くす　

３
、
八は
ち

幡ま
ん

公ぎ
み

飛ひ

雁が
ん

を
見み

て
伏ふ
く

兵へ
い

の
在ざ
い

所し
よ

を
知し

る　

４
、
下し
も

野つ
け
の

守か
み

義よ
し

朝と
も

強し
い

て
昇
し
よ
う

殿で
ん

の
図づ

巻
十　

１
、
瓜う
り
う生

保た
も
つ

天あ
ま

野の

宇う

都つ
の

宮み
や

の
物も
の

語が
た
りを

立た
ち

聞ぎ
ゝ

す
る
の
図　

２
、
大お
ほ

坂さ
か

合か
つ

戦せ
ん

若わ
か

江へ

堤つ
ゞ
みに

を
い
て
木き

村む
ら

重し
げ

成な
り

討う
ち

死じ
に　

３
、
島し
ま

津づ

家け

琉り
う

球き
う

を
攻せ
め

る　

４
、
長な
が

久く

手て

合か
つ

戦せ
ん

信の
ぶ

輝て
る

長な
か

可よ
し

戦せ
ん

死し

す

巻
十
一
上　

１
、
山や
ま

﨑ざ
き

合か
つ

戦せ
ん

明あ
け

智ち

方が
た

敗は
い

走さ
う　

２
、
吹う
す
い笛

峠と
う
げに

て
新に
つ

田た

足あ
し

利か
ゞ

両り
や
う

家け

対た
い

陣ぢ
ん　

３
、
賤
し
づ
が

嶽た
け

合か
つ

戦せ
ん

加か

藤と
う

清き
よ

正ま
さ

等と
う

の
七ひ
ち

将し
や
う

勇ゆ
う

を
奮ふ
る

ふ　

４
、
官
く
わ
ん

軍ぐ
ん

尊た
か

氏う
ぢ

を
攻せ
め

ん
と
し
て
白し
ら

鳥と
り

の
前ま
い

を
過す
ぎ

る

巻
十
一
下　

１
、
千せ
ん

手じ
ゆ

琵び

琶ば

を
弾た
ん

じ
重し
げ

衡ひ
ら

の
幽ゆ
う

囚し
う

を
な
ぐ
さ
む　

２
、
関
せ
き
が

原は
ら

御ご

陣ぢ
ん

金き
ん

吾ご

中ち
う

納な

言ご
ん

裏う
ら

切ぎ
り

大を
ほ

谷た
に

吉よ
し

隆た
か

陣う
ち

歿じ
に

の
図づ　

３
、
氏う
ぢ

康や
す

里さ
と

見み

勢ぜ
い

を
鴻
こ
う
の

台だ
ひ

に
破や
ぶ

り
正ま
さ

木き

大だ
い

膳ぜ
ん

を
討う
ち

取と
る

巻
十
二　

１
、
赤せ
き

壁へ
き

合か
つ

戦せ
ん

周し
う
瑜ゆ

曹そ
う
操〳
〵
の
軍ぐ
ん
を
焼や
き
討う
ち
に
す　

２
、
大お
ほ

阪さ
か

冬ふ
ゆ
御ご

陣ぢ
ん

に
真さ
な

田だ

幸ゆ
き

村む
ら

勇ゆ
う

を
奮ふ
る

ふ　

３
、
朝あ
さ

比ひ

奈な

義よ
し

秀ひ
で

力ち
か
らを

き
わ
め
て
幕ば
く

府ふ

の
北ほ
く

門も
ん

を
推を
し

破や
ぶ

る　

４
、
秀ひ
で

吉よ
し

の
大た
い

軍ぐ
ん

水す
い

陸り
く

二ふ
た

手て

に
分わ
か

れ
九き
う

州し
う

を
征せ
い

伐ば
つ

す

巻
十
三　

１
、
北ほ
う
條で
う
早そ
う
雲う
ん
賊ぞ
く
子し

を
誅ち
う
し
て
豆づ

州し
う
を
平へ
い
呑ど
ん
す　

２
、
松ま
つ
田だ

憲の
り

秀ひ
で

叛は
ん

謀ぼ
う

露ろ

顕け
ん

の
図づ　

３
、
正ま
さ

成し
げ

奇き

計け
い

を
以も
つ

て
赤あ
か

坂さ
か

城じ
や
うを

攻せ
め

落を
と

す　

４
、
国こ
く

性せ
ん

爺や

大を
ほ
いに
清せ
い
軍ぐ
ん
を
破や
ぶ
つ
て
鎮ち
ん
江こ
う
を
回
く
わ
い
復ふ
く
す

【
附
表
二
】
松
亭
金
水
作
品
一
覧
（
人
情
本
、
艶
本
を
除
く
）

成
立
年  （ 
（

書
名

書
型

天
保
二
年

二
十
四
孝
稚
教
訓

中
本

天
保
三
年

時
話
今
桜
野
駒

中
本

天
保
四
年

菅
原
流
梅
の
花
形

中
本

天
保
四
年

春
遊
霞
彩
色

中
本

天
保
五
年

新
田
柱
石
伝

半
紙
本

天
保
六
年

太
平
楽
皇
国
性
質

大
本

天
保
七
年

怪
談
花
吹
雪

中
本

天
保
七

－

十
六
年

絵
本
平
家
物
語

中
本

天
保
一
〇
年

仇
競
花
夕
栄

中
本

天
保
十

－

安
政
四
年

嫩
髻
蛇
物
語
（
二
、
三
編
）

半
紙
本

天
保
一
四
年

江
戸
方
角
愚
注
抄

中
本

天
保
一
四
年

教
訓
御
伽
草
紙

中
本

天
保
一
五
年

其
昔
忍
捩
摺

中
本

弘
化
二
年

俳
諧
糸
衣

横
本
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成
立
年

書
名

書
型

弘
化
三
年

江
都
近
郊
名
勝
一
覧

横
本

弘
化
三
年

絵
本
大
将
揃

中
本

弘
化
三
年

御
年
玉
笑
ふ
門
枩

中
本

弘
化
三
年

金
の
わ
ら
じ

中
本

弘
化
三
年

一
休
蜷
川
狂
歌
問
答

中
本

弘
化
三
年
か

甲
越
武
者
評
判
記

中
本

弘
化
四
年

金
竜
山
浅
草
寺
正
観
世
音
御
縁
起

中
本

弘
化
四
年

早
引
文
字
通

中
本

弘
化
四
年

北
条
泰
時
明
断
録

半
紙
本

弘
化
四

－

嘉
永
四
年

国
字
水
滸
伝
（
十
八

－

二
〇
編
）

中
本

弘
化
五
年

勧
善
浮
世
車

中
本

弘
化
五
年

俠
客
銘
々
伝

中
本

弘
化
五

－

嘉
永
三
年

昔
語
小
栗
実
説

中
本

嘉
永
元
年

和
漢
年
代
重
宝
記

横
本

嘉
永
二
年

足
利
絹
手
染
紫
（
一
六

－

二
一
編
）

中
本

嘉
永
二

－

万
延
元
年

善
知
安
方
忠
義
伝
（
二
、
三
編
）

半
紙
本

嘉
永
三
年

松
亭
漫
筆

大
本

嘉
永
三
年

平
将
門
退
治
図
会

半
紙
本

嘉
永
三

－

嘉
永
五
年

鶯
墳
梅
赤
本

中
本

嘉
永
三

－

慶
応
三
年

絵
本
江
戸
土
産

中
本

嘉
永
四
年

本
朝
歳
時
考

中
本

嘉
永
四
年

本
朝
武
芸
百
人
一
首

中
本

嘉
永
四
年

夢
合
重
寿
宝

中
本

成
立
年

書
名

書
型

嘉
永
四
年

頼
光
朝
臣
勲
功
図
会

大
本

嘉
永
五

－
安
政
二
年

忠
勇
阿
佐
倉
日
記

半
紙
本

嘉
永
五
年

天
満
宮
御
伝
実
記

中
本

嘉
永
五
年

英
雄
幼
百
員

中
本

嘉
永
六

－

安
政
四
年

高
木
廼
実
伝

半
紙
本

嘉
永
六

－

文
久
元
年

袖
鑑
万
物
蔵

中
本

安
政
元

－

四
年

大
川
仁
政
録

半
紙
本

安
政
二

－

五
年

朝
夷
巡
島
記
（
七
、
八
編
）

半
紙
本

安
政
二

－

文
久
元
年

足
利
絹
手
染
紫
（
一
六

－

二
一
編
）

中
本

安
政
四
年

本
百
将
伝
一
夕
話

大
本

安
政
五
年

積
翠
閑
話

大
本

安
政
五
年

日
蓮
上
人
一
代
図
会

大
本

安
政
六
年

忠
臣
銘
々
画
伝

半
紙
本

文
久
元
年

能
狂
百
図
二
編

半
紙
本

文
久
二
年

観
音
経
略
図
解

半
紙
本

慶
応
元
年

絵
本
孫
子
童
観
抄

大
本

刊
年
不
明

善
悪
因
果
経
和
談
図
会

大
本

刊
年
不
明

二
十
四
孝
稚
講
釋

中
本

書
写
年
不
明

松
亭
反
故
囊

大
本
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注（1
）　

日
本
近
世
に
お
け
る
『
孫
子
』
の
受
容
に
言
及
し
た
主
な
先
行
研
究
は
、
佐

藤
堅
司
『
孫
子
の
思
想
史
的
研
究
―
主
と
し
て
日
本
の
立
場
か
ら
―
』（
風
間

書
房
、
一
九
六
二
年
）、
平
田
昌
司『
孫
子　

解
答
の
な
い
兵
法
』（
岩
波
書
店
、

二
〇
〇
九
年
）、
徐
静
波
「
浅
述
日
本
人
对
《
孙
子
兵
法
》
的
解
读
和
评
价
」

（『
孫
子
兵
法
研
究
』
二
〇
二
二
年
第
二
号
）、
王
淇
铭
「《
孙
子
兵
法
》
与
幕
末

日
本
对
“
兵
学
焦
虑
”
的
回
应
―
以
佐
久
间
象
山
和
吉
田
松
阴
为
中
心
」（『
日

本
文
論
』
二
〇
二
四
年
第
一
号
）、
楊
立
影
「
经
典
与
制
度
之
间
：
日
本
江
户

时
代
《
孙
子
兵
法
》
诠
释
中
的
军
政
思
想
」（『
孫
子
兵
法
研
究
』
二
〇
二
六
年

第
一
号
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
2
）　

平
田
昌
司
は
「
現
代
の
日
本
で
出
版
さ
れ
た
『
孫
子
』
の
解
説
書
は
多
数
あ

る
が
、大
半
は
経
営
・
ゲ
ー
ム
な
ど
へ
の
応
用
を
説
い
て
い
る
。
も
と
も
と
軍

事
の
専
門
家
向
け
の
本
だ
っ
た
『
孫
子
』
が
こ
の
よ
う
な
“
読
み
物
”
化
を
お

こ
し
た
の
は
、
ど
う
や
ら
幕
末
期
か
ら
ら
し
い
。
そ
の
代
表
例
が
、
中
村
経
年

（
一
七
九
七

－

一
八
六
二
）、
筆
名
松
亭
金
水
と
い
う
読
本
作
家
が
慶
応
元
年

（
一
八
六
五
）
に
出
し
た
『
絵
本
孫
子
童
観
抄
』
で
あ
る
。」
と
指
摘
し
た
。

（
3
）　

引
用
本
文
に
句
読
点
が
な
い
場
合
は
、筆
者
が
適
宜
補
っ
た
。
異
体
字
な
ど

は
通
行
の
字
体
に
改
め
た
。

（
4
）　
『
絵
本
孫
子
童
観
抄
』
の
挿
絵
や
本
文
は
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
本
（
請

求
記
号
：
ナ
４-

２
４
２-

１
～
１
４
、
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
て
閲
覧
）
に

よ
る
。
本
文
の
翻
刻
は
筆
者
に
よ
る
。

（
5
）　
『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』（
岩
波
書
店
、
一
九
八
四
年
）「
松
亭
金
水
」
項

目
（
武
藤
元
昭
執
筆
）

（
6
）　

高
木
元
『
江
戸
読
本
の
研
究
―
十
九
世
紀
小
説
様
式
攷
―
』（
ぺ
り
か
ん
社
、

一
九
九
五
年
）

（
7
）　

小
林
真
由
美
「『
善
悪
因
果
経
』
管
見
―
『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』『
日
本
霊
異

記
』『
平
家
物
語
』
な
ど
―
」（『
成
城
国
文
学
』
三
四
、
二
〇
一
八
年
三
月
）、

で
は
、
近
世
の
出
版
界
で
積
極
的
に
『
善
悪
因
果
経
』
を
商
品
と
し
て
製
作
し

て
い
る
理
由
と
し
て
、
そ
れ
は「
通
俗
的
な
興
味
を
刺
激
す
る
内
容
で
あ
り
な

が
ら
、「
経
」
と
し
て
の
体
裁
を
備
え
て
い
る
」
か
ら
だ
と
述
べ
た
。

（
8
）　

筆
耕
出
身
で
量
産
型
の
作
者
に
と
っ
て
、効
率
的
な
方
法
と
も
言
え
る
。
拙

稿「
橋
本
徳
瓶
作
合
巻
の
素
材
と
方
法
―
山
東
京
伝
・
京
山
の
影
響
を
中
心
に

―
」（『
日
本
文
学
』
七
四
（
二
）、
二
〇
二
五
年
二
月
）
を
参
照
。

（
9
）　

高
木
元
「
江
戸
読
本
に
見
る
造
本
意
識
」（『
ア
ジ
ア
遊
学
』
第
一
〇
九
号
、

二
〇
〇
八
年
四
月
）

（
10
）　

横
山
邦
治
「
後
期
読
本
群
の
一
分
野
「
図
会
も
の
」
に
つ
い
て
」（『
国
文
学

攷
』
二
二
、
一
九
五
九
年
三
月
）、「「
図
会
も
の
」
再
説
―
「
頼
光
朝
臣
勲
功

図
会
」
な
ど
―
」（『
国
文
学
攷
』
五
二
、
一
九
七
〇
年
三
月
）

（
11
）　

国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
弘
化
三
年
版
、
請
求
記
号
：
１
７
１-

０
０
０
５

（
12
）　

注
10
を
参
照
。

（
13
）　

初
編
の
序
文
か
ら
、
本
書
が
作
ら
れ
た
経
緯
を
確
認
で
き
る
。

祇ぎ

園お
ん

精せ
う

舎じ
や

の
鐘か

ね

の
音こ

ゑ

、諸し
よ

行ぎ
や
う

無む
じ

常や
う

の
響ひ

ゞ
きあ
り
、沙さ

羅ら

双さ
う

樹じ
ゆ

の
花は

な

の
色い

ろ

、盛せ
う

者じ
や

必ひ
つ

衰す
い

の
理

こ
と
は
りを

あ
ら
は
す
、
と
信し

な

濃の

の
前ぜ

ん

司じ

が
筆ふ

で

の
す
さ
び
、
現げ

に
や
平へ

い

家け

の
世よ

の
栄さ

か

へ
、
古こ

来ら
い

今こ
ん

往わ
う

将ま
さ

に
こ
れ
、
和わ

漢か
ん

に
例

た
め
し

稀ま
れ

な
る
べ
し
、
こ
の

盛せ
い

衰す
い

を
編つ

ゞ

り
た
る
、
書し

よ

は
も
て
世せ

間け
ん

に
多お

ほ

か
め
れ
ど
、
或あ

る

は
清き

よ

盛も
り

一い
つ

世せ

を

記し
る

し
、
或あ

る

は
頼よ

り

朝と
も

義よ
し

経つ
ね

等ら

、
み
な
そ
の
一い

ち

代だ
い

々〳
〵

々
を
、
綴つ

ゞ

り
て
こ
れ
を
代だ

い

記き

と
号な

づ

く
、
今い

ま

ま
た
書ふ

み

肆や

が
需も

と
めに
応お

う

じ
て
、
彼か

の

行ゆ
き

長な
が

が
編つ

ゞ
りせ
る
、
平へ

い

家け

物も
の

語が
た
りを
翻ほ

ん

訳や
く

し
て
、
も
て
童ど

う

蒙ま
う

の
伽と

ぎ

と
な
す
、
然さ

は

あ
れ
彼か

の

書し
よ

は
十
二
巻く

は
ん

文ぶ
ん

章じ
よ
う

最
も
つ
と
も

感か
ん

す
べ
し
、
此こ

の

合く
さ
ぞ
う
し

巻
は
一い

ち

部ぶ

に
し
て
、
僅わ

づ
かに

紙て
う

員す
う

二は

た十
枚ひ

ら

な
れ

ば
、
稍し

漸だ
い

に
編へ

ん

を
ば
続つ

ぐ

も
の
か
ら
、
尚な

ほ

詳
つ
ま
び
ら
かに

述の
べ

が
た
く
、
取し

ゆ

捨し
や

す
る
所

と
こ
ろ

多お
ほ

し
と
い
へ
ど
も
、
時じ

代だ
い

を
差た

が

へ
ず
義ぎ

理り

を 

廃は
い

せ
ず
、
只ひ

た

管す
ら

本ほ
ん

書し
よ

に
原も

と

づ
き
て
、
聊

い
さ
ゝ
か

愚ぐ

意ゐ

の
戯け

作さ
く

を
交ま

じ

へ
ず
、
さ
れ
ば
草さ

う

紙し

の
題だ

い

号が
う

を
も
、
そ

の
ま
ゝ
平へ

い

家け

物も
の

語が
た
りと
、
う
ち
つ
け
に
喚よ

び

做な

す
の
み

	

従
来
の
作
品
が
清
盛
や
頼
朝
・
義
経
な
ど
、一
代
記
的
に
構
成
さ
れ
て
き
た
の

に
対
し
、
本
書
は
書
肆
の
需
要
に
応
じ
て
、
平
家
物
語
を
分
か
り
や
す
く
し
、

「
童
蒙
の
伽
」
と
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
編
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
と
説
明
さ
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れ
て
い
る
。
ま
た
、
原
典
が
十
二
巻
に
及
ぶ
大
部
で
あ
る
の
に
対
し
、
本
作
は

紙
数
の
限
ら
れ
た
合
巻
で
あ
る
た
め
、
取
捨
選
択
を
行
い
な
が
ら
も
、「
時
代

を
差
へ
ず
義
理
を
廃
せ
ず
」、
原
書
に
基
づ
い
て
構
成
し
た
こ
と
が
強
調
さ
れ

て
い
る
。
草
双
紙
で
あ
り
な
が
ら
、
題
号
を
あ
え
て
「
平
家
物
語
」
と
し
た
点

も
、
そ
の
姿
勢
を
示
す
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

（
14
）　

同
様
な
事
例
は
、
金
水
が
手
掛
け
た
『
水
滸
伝
』
の
翻
案
草
双
紙
に
も
見
ら

れ
る
。
弘
化
四
年
刊
『
国
字
水
滸
伝
』
十
八
編
の
序
文
で
は
、
す
で
に
十
七
編

ま
で
刊
行
さ
れ
て
い
た
本
書
に
つ
い
て
、「
そ
の
嗣
編
を
版
元
が
乞
ふ
こ
と
頻

な
り
」と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
版
元
か
ら
の
要
請
に
よ
っ
て
続
編
が
編
ま
れ
た

こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
本
書
が
「
童
蒙
稚
女
に
解
し
易
き
が
た

め
」に
、
原
書
を
抄
録
し
、
草
紙
と
し
て
構
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
点
も
、
書

肆
側
の
企
画
意
図
を
反
映
し
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
他
、金
水

に
よ
る
『
二
十
四
孝
稚
講
釈
』
の
例
も
挙
げ
ら
れ
る
。
本
作
は
、
中
国
の
二
十

四
孝
を
題
材
と
し
て
絵
本
化
し
た
中
本
で
、
見
返
し
に
は「
幼
童
必
読
一
大
珍

書
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
15
）　

注
１
を
参
照
。

（
16
）　

国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
掲
載
資
料
を
中
心
に
作
成
し
た
。刊
年
が
明
確
な
作
品

は
刊
年
に
よ
り
、そ
の
他
は
序
の
年
な
ど
を
取
っ
た
。
大
本
の
作
品
に
は
網
掛

け
を
施
し
た
。

＊�

本
稿
は
、
絵
入
本
学
会
国
際
学
術
大
会（
二
〇
二
四
年
十
二
月
二
十
一
日
、
於
韓

国
蔚
山
大
学
校
）
及
び
大
阪
大
学
国
語
国
文
学
会
（
二
〇
二
六
年
一
月
十
日
、
於

大
阪
大
学
豊
中
キ
ャ
ン
パ
ス
）に
お
け
る
口
頭
発
表
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
発

表
前
後
に
御
教
示
賜
わ
り
ま
し
た
諸
先
生
方
に
深
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。

　

�

な
お
、本
研
究
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費JP24K

J1565

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

（
り
・
し
ゅ
ん
ほ　

本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
・ 

和
歌
山
工
業
高
等
専
門
学
校
助
教
）
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